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館 長

サービス班
班長〇運営体制

サービス班職員 ８名
（視聴覚ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ兼務１名含む）

主な役割︓
図書館及び
視聴覚ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの統括

〇施設の主な維持管理費（平成２９年度実績）※千円単位は四捨五入。

主な役割︓図書館サービス全般
・各サービス計画の企画立案 ・各サービスの実施（直営部分）
・図書館ネットワーク（配送・電算システム）の管理
・委託業務の管理 等

・人件費 １億１，７０７万円
・維持管理費 ４，１３２万円
（警備施錠及び清掃委託 約１，０１３万円、設備保守委託 約８１８万円）

・事業運営費 １億８，３３５万円
（窓口業務委託 約９，８５７万円）

〇年間利用者数（平成２９年度実績）
・図書館︓来館者数 ５４６，３３０人
・視聴覚ライブラリー︓施設利用者数 ４，０９３人（３２１件）

企画・管理班
班長

企画・管理班職員 ６名
（視聴覚ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ兼務１名含む）

主な役割︓企画・管理業務全般
・計画の策定や進行管理 ・財務、庶務
・施設の維持管理 ・委託業務の管理 等

※視聴覚ライブラリー分を含む
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調べものカウンター
調査研究の支援を行って
います。窓口や電話等で
寄せられる質問に、様々な
情報源を使って回答して
います。

※相談受付件数（平成29年度）9,717件

朝礼の様子
毎日行っている朝礼
（スタッフミーティング）
で、情報共有を図って
います。



青少年
※小中学生及び
高校生程度。

一 般

乳幼児
※0～6歳程度。

図書館
視聴覚ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ

〇市民の「知の拠点」と
して、市民や地域に役立
つ図書館。
〇視聴覚教育の振興を図
る。

公民館

〇学習機会の提供、人と
人がつながるための地域
の拠点。

青少年学習
センター

〇青少年に交流と活
動の場を提供し、青
少年の健全な育成を
図る。

国際交流
ラウンジ

〇外国人支援、ま
た外国人を支援す
る団体の活動の場
とする。

あさひ
児童館

〇遊びを通して、
児童の健康を増進
し、豊かな情緒を
育むために設置。

青少年
おおむね6歳から30歳 全年齢 主に児童全年齢全年齢

主な利用
対象者

【本に親しむ事業】
・わらべうた会
・おはなし会 など

【放課後子ども
教室事業】

・小中学生講座

【外国人支援】
通訳・相談・

防災・日本語教室
など

【国際交流】
イベント・国際理
解授業・文化交流

など

【学校支援・連携
事業】
・YA（ﾔﾝｸﾞｱﾀﾞﾙﾄ）
サービス など

【自主企画提案事業】
（親子対象）

【自主企画提案事業】
（青少年対象）

【自主企画提案事業】
（一般対象）

・多文化サービス
・ボランティア養成
・法律講座
・シネマサロン など

【青少年事業】
・ゆめ教室（社会見
学、工作教室など）
・子どもまつり

・女性学級、高齢者
学級（一般対象）

公
民
館
ま
つ
り

全
年
齢
対
象 地域のサークル、

自治会等団体の
専用利用

【体験学習】
・プチロボ相模原
大会、サイエンス
フェスティバル
・中高生体感教室

【出会い・交流事業】
・親子ふれあいの広場
・あそびの学校

【自主的・主体的
な事業】

・ｙフェスティバル
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【図書館と公民館の連携事業】
・歴史講座
「小田原北条氏と小田原城のすべて」

・子育て支援事業
「みて・さわって・よんで・あそぼう
布えほんひろば」



事業の写真
（例：○○の様子）
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キッズ★フェスタ
「子ども読書の日」を記念し
て、おはなし会や人形劇、工
作などのイベントを４館合同
で行っています。

ＹＡコーナーの企画展示
大学生（桜美林大学図書館
読書運動プロジェクト）の
視点を取り入れ、10代の
目線にあった企画展示を
しています。



図書館（集会室） ５/11

和室（定員10名）
畳敷きの和室です。
会議等で利用されています。
おはなし会等、図書館の
事業でも使用しています。

中集会室（定員54名）
会議等に利用されている
貸室で、図書館の諸室では
最も利用率が高いです。



図書館（集会室 ※音出し可） ６/11

大集会室（定員182名）
音響設備、スクリーン等を
備えた、図書館で最も大き
な貸室です。
映画会、講演会等の図書館
事業でも使用しています。

視聴覚室（定員48人）
スクリーン・プロジェク
ター等の上映設備を備え、
映像の視聴が可能です。
研修、対面朗読等の図書館
事業でも使用しています。
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スタジオ、調整室、暗室等
照明・調光設備、オーディオ
ミキサー、映像編集機器、
現像設備等を備え、スタジオ
収録や各種編集作業などが可
能です。

スタジオ

暗室

調整室
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読書室（200席）
読書や学習に利用されて
います。
パソコンの電源が取れる
席もあります。

社会人席（8席）
調べものコーナーにある
個別席で、調査研究等に
利用されています。
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一般書コーナー
図書を分類別等に配架して
おり、利用者が自由に手に
とって閲覧できます。
１Ｆ全体で、約17万冊の
図書を収容しています。

書庫
資料の保存スペースとして、
約18万冊の資料を収容して
います。
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じゅうたんコーナー
子どもの本のコーナーに
ある、じゅうたん敷きの
コーナーです。
絵本の書架に囲まれ、
靴を脱いでゆっくりと
読み聞かせ等を楽しめます。

ＹＡコーナー
10代に向けたコーナー
です。ニーズに応じた本の
配架や参加型の企画展示
などを行っています。
※平成28年度に新設
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外国語資料コーナー
英語、中国語、韓国・朝鮮
語、スペイン語、ポルトガ
ル語など、日本語以外の言
語の図書や絵本を収集して
います。
※蔵書冊数（平成29年度）5,037冊

ビデオ・CDコーナー
音声や映像資料に加え、
点字資料、DAISY（デイ
ジー）、拡大読書器など、
活字の資料が読みにくい方
への資料や設備を設置して
います。


